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罫
 憲
法
・い
の
ち
・
社
会
保
障
守
る
　
・
　
国
民
集
会
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20

罫
 厚
生
労
働
副
大
臣
要
請（
病
院
協
議
会
）

罫【
続
報
】一
方
的
不
利
益
変
更
に
よ
る
未
払
賃
金
請

求
訴
訟
「
最
高
裁
に
上
告
（
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研

究
機
構
、京
都
大
）」、「
控
訴
審
闘
争
中（
山
形
大
）」

茎
 論
壇「
ジ
ョ
ブ
型
正
職
員
の
構
想
」（
独
）労
働
政
策

研
究
・
研
修
機
構
 主
席
統
括
研
究
員
  濱
口
 桂
一
郎

茎
 専
門
部
等
の
活
動
報
告「
病
院
協
議
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
議
長
 長
谷
川
 信（
群
馬
大
学
）

荊
 単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

 猿
 旭
川
高
専「
組
合
の
果
た
す
役
割

　
  ～
職
種
・
職
域
を
超
え
た
唯
一
の
団
体
と
し
て
～
」

 猿
 宇
都
宮
大
学「
組
合
の
揺
る
ぎ
な
い
姿
勢
が
重
要
」

荊
 わ
た
し
も
ひ
と
こ
と

予
定
通
り
　
年
度
入
学
者
か
ら

'17

導
入
。
給
付
型
奨
学
金
の
導
入

は
省
内
の
検
討
チ
ー
ム
で
議
論

し
、
予
算
編
成
過
程
で
結
論
を

得
る
。
給
付
金
額
、
給
付
対
象

者
、
学
力
要
件
の
設
定
、
導
入

時
期
等
い
ず
れ
も
検
討
中
。

◆
 国
立
大
学
の
授
業
料
減
免
率

は
、
過
去
の
最
高
水
準
で
あ
る

　
・
5
%
を
当
面
の
目
標
と
し

12て
拡
充
を
図
り
、　
年
度
は
収

'17

容
定
員
の
　
・
3
%
分
で
要
求
。

11

◆
 熊
本
地
震
復
興
関
係
は
、　'16

年
度
一
次
・
二
次
補
正
で
熊
本

大
の
施
設
・
設
備
被
害
の
申
請

分
を
全
額
計
上
し
計
1
5
8
億

円
を
措
置
。
同
二
次
補
正
で
熊

本
高
専
の
施
設
修
繕
費
を
措

置
。
本
人
や
家
族
が
被
災
し
た

全
国
の
国
公
私
立
大
学
生
の
授

業
料
減
免
支
援
（
内
国
立
は
　
、
'16

　
年
と
も
　
億
円
）
を
計
上
。

'17

2.6

　
文
科
省
か
ら
は
氷
見
谷
国
立

大
学
法
人
支
援
課
長
が
国
会
審

議
の
た
め
急
遽
欠
席
で
し
た

が
、
同
課
の
ほ
か
学
生
・
留
学

生
課
、
専
門
教
育
課
、
文
教
施

設
部
施
設
企
画
課
か
ら
計
8
人

が
対
応
し
ま
し
た
。
全
大
教
か

ら
は
村
井
淳
志
、
森
戸
文
男
、

岩
崎
寛
希
各
副
委
員
長
、
長
山

泰
秀
書
記
長
ら
中
央
執
行
委
員

　
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

11※
要
望
書
と
会
見
の
詳
細
は
、

全
大
教
Ｈ
Ｐ
「
組
合
員
限
定
ペ

ー
ジ
」
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

能
強
化
促
進
補
助
金
」　
億
円

60

を
要
求
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
整

備
支
援
新
規
　
億
円
な
ど
計
4

28

8
5
億
円
の
増
額
を
要
求
。

◆
 来
年
度
選
考
・
指
定
さ
れ
る

「
指
定
国
立
大
学
」
へ
の
支
援

（
新
規
　
億
円
）
、
若
手
研
究

30

者
1
5
0
人
分
の
人
件
費
相
当

額
の
支
援
（
新
規
分
　
億
円
）

12

な
ど
「
国
立
大
学
改
革
強
化
促

進
事
業
」
に
前
年
度
比
　
億
円

90

増
の
1
7
0
億
円
を
要
求
。

◆
 国
立
高
専
予
算
は
、
管
理
運

営
に
つ
い
て
従
来
と
同
様
の
効

率
化
。「
Ｋ
ｏ
ｓ
ｅ
ｎ
 　
 イ
ニ

4.0

シ
ア
テ
ィ
ブ
」
と
し
て
各
高
専

の
特
色
・
強
み
を
強
化
す
る
予

算
を
新
規
要
求
し
前
年
比
　
億
19

円
を
増
額
要
求
。

◆
 国
立
大
学
・
高
専
・
共
同
利

用
機
関
の
施
設
整
備
は
、
老
朽

化
対
策
等
で
今
後
5
年
間
で
1

兆
3
千
億
円
が
必
要
と
試
算
。

　
年
度
は
9
7
0
億
円
を
要
求

'17す
る
が
、
大
学
・
高
専
の
自
助

努
力
、
寄
附
な
ど
多
様
な
財
源

確
保
も
見
込
ん
で
い
る
。

◆
 所
得
連
動
返
還
型
奨
学
金
は

　
全
大
教
は
9
月
　
日
、　
年

30

'17

度
政
府
予
算
概
算
要
求
な
ど
高

等
教
育
予
算
関
連
を
中
心
に
　16

項
目
の
松
野
文
部
科
学
大
臣
宛

要
望
書
を
提
出
し
、
会
見
を
行

い
ま
し
た
。
明
ら
か
に
な
っ
た

主
な
事
項
は
次
の
通
り
で
す
。

◆
 国
立
大
学
法
人
運
営
費
交
付

金
は
、
機
能
強
化
促
進
係
数
に

よ
る
捻
出
分
　
億
円
は
重
点
支

95

援
に
よ
る
再
配
分
に
回
し
、
別

枠
と
し
て
「
国
立
大
学
法
人
機

全大教は
基盤的経費充実を要望

　
東
北
大
学
の
非
正
規
職
員
3
，2
4
3
人
の
雇
止

め
問
題
は
、
虚
基
本
的
に
5
年
限
度
で
雇
止
め
す
る

制
度
（
就
業
規
則
）
と
、
許
無
期
転
換
を
正
規
登
用

と
結
び
つ
け
て
ハ
ー
ド
ル
を
高
く
し
た
こ
と（
2
月

方
針
）
が
問
題
で
す
。
一
方
で
2
月
方
針
は
、
距
部

局
が
雇
用
確
保
を
証
明
し
て（
こ
れ
も
不
当
な
ハ
ー

ド
ル
で
す
が
）
無
期
雇
用
す
る
道
も
設
け
て
お
り
、

こ
れ
は
雇
用
財
源
の
保
障
が
課
題
で
す
。

　
組
合
は
早
く
か
ら
大
学
に
問
題
点
を
指
摘
し
、無

期
転
換
説
明
会
（
全
8
回
）
で
は
、
そ
の
全
て
に
参

加
・
発
言
し
、
参
加
者
1
，
1
7
0
人
の
ほ
ぼ
全
員

に
ビ
ラ
を
渡
し
、
論
点
も
整
理
し
て
提
供
し
ま
し

た
。
そ
の
上
で
ポ
ス
タ
ー
等
の
広
報
を
し
、メ
ー
デ

ー
や
各
団
体
の
大
会
等
で
の
発
言
や
県
政
記
者
会

へ
の
投
げ
込
み
、
取
材
対
応
や
寄
稿
、
共
同
声
明
等

に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
7
月
中
旬
か
ら「
希

望
者
全
員
の
無
期
転
換
を
求
め
る
署
名
」に
取
り
組

み
、
8
月
末
に
1
，
1
9
1
筆
の
署
名
を
総
長
に
提

出
し
ま
し
た
。9
月
　
日
に
大
学
は
2
月
方
針
を
改

20

定
し
て
距
の
ハ
ー
ド
ル
を
引
き
下
げ
、　
日
の
団
体

23

交
渉
を
経
て
、部
局
判
断
に
よ
っ
て
無
期
転
換
へ
の

道
が
大
き
く
広
が
る
可
能
性
が
生
ま
れ
、組
合
は
部

局
長
に
要
請
書
を
提
出
し
、交
渉
報
告
ビ
ラ
を
広
報

し
ま
し
た
。
そ
の
中
、　
月
　
日
に
大
学
は
、
2
月

10

18

方
針
に
基
づ
く
手
続
き
を
延
期
し
方
針
を
再
検
討

す
る
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た（
許
の
手
続
き
も
停
止

中
。
詳
細
確
認
中
）
。
予
断
は
許
し
ま
せ
ん
が
、引

き
続
き
雇
用
を
守
る
た
め
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
 　
　
　（
東
北
大
学
職
員
組
合
　
小
野
寺
 智
雄
）

　
　
月
　
日
、
参
議
院
議
員
会
館
に
て
全
大
教
と
首

10

11

都
圏
大
学
非
常
勤
講
師
組
合
、東
北
非
正
規
教
職
員

組
合
の
主
催
に
よ
る
院
内
集
会
「
改
正
労
働
契
約
法

の
趣
旨
に
反
し
た
国
立
大
学
で
の『
5
年
雇
い
止
め
』

を
許
さ
な
い
～
ス
ト
ッ
プ
！
東
北
大
学
3
，
2
0
0

名
と
全
国
の
有
期
雇
用
職
員
雇
い
止
め
～
」
を
開

き
、
約
　
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
私
大
教

60

連
、学
研
労
協
、都
大
教
、理
研
労
組
な
ど
多
数
の
団

体
が
賛
同
。
審
議
日
程
の
合
間
を
縫
っ
て
超
党
派
の

国
会
議
員
　
人（
代
理
出
席
含
む
）が
出
席
さ
れ
、民

11

進
党
、
共
産
党
、
社
民
党
の
計
7
人
の
方
か
ら
集
会

趣
旨
に
賛
同
し
、応
援
す
る
発
言
を
頂
き
ま
し
た
。

　
全
大
教
長
山
書
記
長
か
ら
基
調
報
告
を
行
い
、
国

立
大
学
・
高
専
の
職
場
で
非
常
勤
職
員
が
恒
常
的
・

基
幹
的
な
業
務
を
担
っ
て
き
た
経
緯
、
に
も
か
か
わ

ら
ず
各
大
学
法
人
が
無
期
雇
用
転
換
を
回
避
し
よ

う
と
脱
法
的
な
雇
い
止
め
を
進
め
る
背
景
と
し
て

基
盤
的
経
費
の
削
減
を
続
け
不
安
定
な
補
助
金
に

依
存
さ
せ
る
国
の
高
等
教
育
政
策
、
ま
た
各
法
人
経

営
層
の
古
い
公
務
員
的
体
質（
※
3
面「
論
壇
」も
参

照
）
の
問
題
を
訴
え
、
当
局
の
姿
勢
を
変
え
さ
せ
る

た
め
、大
学
教
職
組
の
取
り
組
み
へ
の
注
目
と
、高
等

教
育
政
策
の
転
換
の
た
め
の
支
援
を
訴
え
ま
し
た
。

　
東
北
非
正
規
教
職
員
組
合
の
佐
藤
事
務
局
員
は
、

東
北
大
職
組
と
の
共
同
声
明
、
学
者
・
弁
護
士
に
よ

る
ア
ピ
ー
ル
賛
同
署
名
な
ど
学
内
外
で
の
取
り
組
み

を
報
告
し
、
東
北
か
ら
全
国
の
国
立
大
学
で
の
運
動

前
進
に
貢
献
し
た
い
と
決
意
表
明
し
ま
し
た
。

　
専
門
家
と
し
て
中
村
和
雄
弁
護
士
か
ら
、　
年
改

'12

正
労
契
法
の
趣
旨
に
逆
行
す
る
雇
い
止
め
が
大
学

な
ど
教
育
機
関
で
広
が
る
状
況
を
法
曹
界
は
厳
し

く
見
て
お
り
、
今
後
の
運
動
に
期
待
す
る
と
の
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
賛
同
団
体
か
ら
の
報
告
、
非
常
勤
職
員

当
事
者
な
ど
フ
ロ
ア
か
ら
の
発
言
等
、
3
時
間
近
く

に
及
び
活
発
な
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
     （
書
記
次
長
　
岩
崎
 誠
）
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